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ベートーヴェン先生の「第九」 

年の瀬が近づくと、全国各地で聞こえてくるのが「第九」の合唱です。「第九」は今や日本

の師走の風物詩として多くの人々に親しまれています。豊山町でも昭和 63（1988）年 11 月に

社会教育センターで町民による「第九」の合唱が行われ、町内にその美しいハーモニーが響き

渡ったことを覚えている方も多いのではないでしょうか。 

「第九」とは、ドイツの偉大な作曲家ルートヴィヒ・ヴァン・ベートーヴェン先生が晩年に

作曲した合唱付きの交響曲です。ベートーヴェン先生は、世界で初めて交響曲に合唱を取り

入れたり、それまで教会でしか使うことが許されなかったトロンボーンを交響曲に初めて使

うなどの数々の逸話があります。このような功績に敬意を表し、“先生”とお呼びしています。 

「第九」の正式名称は「交響曲第九番 ニ短調 作品 125」と言い、ベートーヴェン先生が手

がけた最後の交響曲です。「第九」を一度でも耳にしたことがある人であれば、最終楽章に登

場する「歓喜の歌」を思い浮かべるのではないでしょうか。「歓喜の歌」は、ドイツの詩人フ

リードリヒ・シラーの詩をもとに作られ、人類の友愛と平和を高らかに歌い上げています。そ

のため、演奏されると多くの人々に感動を与え、年末の人々の心を一つにする役割を果たし

ているのです。さらに、「第九」はクラシック音楽としての価値だけでなく、ベートーヴェン

先生の音楽家としての信念と情熱の証でもあります。彼がこの曲を作曲した当時、彼はほぼ

聴力を失っていました。自分の音楽を自分の耳で聴くことができない状況の中で、人類の希

望と理想をテーマにしたこの壮大な交響曲を完成させたのです。 

「第九」という日本での呼び名は、単に彼の交響曲の中で９番目であることに由来してい

ますが、日本においては、ただの数字以上に特別な意味を持つ存在となっています。古い書籍

になりますが平成元（1989）年に発行された『〈第九〉と日本人』（著：鈴木淑弘）では、今ま

であまり知られなかった「日本の第九」の歴史を明らかにしています。 

日本で初めて「第九」が演奏されたのは、第一次世界大戦中の大正７（1918）年６月、徳島

県の板東俘虜収容所にいたドイツ人捕虜によるものでした。捕虜と言っても職業軍人よりも

義勇兵として参加したスポーツや音楽などの各分野での専門家が多か

ったことから、収容所では彼らの専門的な才能が尊重されていました。

こうした音楽への理解のある環境の中、彼らは故郷への思いとともに

「第九」を演奏したのです。この歴史的な演奏をきっかけに、日本で

は、戦後の復興期を経て年末の風習として根づき、多くの合唱団やオー

ケストラによって演奏されるようになりました。 

このように日本における「第九」の歴史的背景や文化的な意味、さら

には作曲者であるベートーヴェン先生の生涯などにも目を向けてみる

と、「第九」の新たな発見があるかもしれません。今年の年末も、「第九」

の音楽に耳を傾け、ベートーヴェン先生が私たちに伝えたかったメッ

セージを感じ取ってみてください。 
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今月の新刊（一般書） 
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今月の新刊（児童書） 
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